
スキー！ 大好き
！！

スキー！ 大好き
！！

2024年２月
第96号

『輝け雪』のまち『輝け雪』のまち ぬまた町ぬまた町

P ２　第４回定例会　主な議案・補正予算
P ４　町政を問う　６名（７件）が一般質問
P ７　臨時会
P ８　議会の動き

沼田町議会 検 索



2 みんなの議会　第 96 号（令和６年２月）

令和令和55年年
第第44回� 定例会回� 定例会

1212月月1414日日
　令和５年第４回定例会が開催されま
した。決算審査特別委員会の報告がな
され、決算が認定されました。
　その後、町長の一般行政報告等と６
名の議員が７件の質問を行いました。

○旧化石レプリカ工房解体事業� 870万円減
　解体にともなう工事費の減額

○農業・経営所得安定対策推進費� 529万円　
　畑地化促進事業での改良区への決済金

○観光振興費� 60万円増
　夜高あんどん事業の経費増額に対応する補
填

○キャンパスライスプロジェクト委託料
� 　３００万円増
　支援金増額による経費の増額

○戸籍住民基本台帳費委託料� 490万円　
　全国自治体での戸籍共有・どこの自治体でも
戸籍の発行ができるようになります

○社会福祉総務費� ３４７５万円　
　住民税非課税世帯への臨時給付金

○深川地区消防組合負担金� 2270万円減
　職員の減員にともなう減額

　以下の議案についてすべて全会一致で承認されました。

　一般会計の予算総額から３１１６万円を追加し、予算
総額を56億５０１１万円とする補正予算を承認しました。
　年度末予算執行残整理のほか、主なものは以下の
ようになります。

上程された
おもな議案

補正予算

○会計年度任用職員の給与等改正する条例

　（北海道最低賃金改正にともなう）

○国民健康保険税条例の改正

　（出産前後期間の保険料免除）

○沼田町手数料条例の一部を改正する条例

　（戸籍謄本等の広域交付事務の追加による）

一般会計
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傍　聴　席

視聴方法
・スマホやパソコンで
YouTubeを開く。

・検索窓（虫メガネ）で「沼
田町議会」と検索。
・「沼田町議会」をクリ
ックして再生

　第４回定例会直前に本会議場に於いて空知町村
議会議長会表彰の伝達が行われました。
　小峯聡議長と鵜野範之議員が、それぞれ議長・
副議長として４年以上務められたことに対して表
彰を受けました。

空知町村議会議長会表彰

今回の定例会の傍聴者は３名でした
YouTube の再生は290回でした　

みなさまの傍聴をお待ちしています。 

沼田町議会の定例会はインターネットで生中継しています
　ライブ配信とも言われますが、スマホや
パソコンのYouTubeを使って観ることが
できます。ただし、生中継なので実際に議
会の開会中にしか観ることができません。
　もちろん議場で傍聴していただくと一番
臨場感がありますが、役場ふれあいの１階
ロビーにあるテレビでも視聴することがで
きます。
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町長
　人材確保の困難と、経費負担の増加は承知し
ています。農協をはじめ関係機関と対応を検討
します。
　将来は外国人の確保も難しくなると予想され
るため、新たな視点での人材確保や農作業効率
の向上策を講じていく必要があると考えます。
　スマート農業の必要性は今後も高まると考
え、機械導入に対する制度設計も検討していき
たい。携帯電話の電波が届かない地域では、新
たな通信システムを活用する実証試験を行な
い、検証を進めています。
　本町農業が持続発展し、さらに儲かる経営の
確立のため、関係機関とともに取り組みます。

　町民会館の改修については、利用しやすいよ
うにフロアを区切るとか、遺族の宿泊に関わる
設備、空調の整備などが必要と考えます。
　駐車場の確保は、旧ゲートボール場の利用を
検討します。どのように葬儀に対応できるのか、
対応可能な企業が存在するのかなど、商工会を
通じて早急に対策を講じていきます。

スマート農業で省力化、人材確保負担の軽減を

葬儀に利用しやすい町民会館の改修が必要では

新たな視点の人材確保や農作業効率向上策が必要

早急に対策を講じるべき課題のひとつと考える

鵜野 　
　各産業同様、農業においても人材確保が難し
くなっている。人材派遣、外国人実習生に頼っ
ても、賃金の高騰から働き手が見つからない。
　スマート農業技術の活用で、農作業の省力化
は図れるが、高い導入コストがネックになって
いる。携帯電話の電波が届かない地域もあり、
全農家が利用できるための環境整備が必要では
ないか。

伊藤 　
　近年、町外での葬儀が全体の半数以上になる
のではないかと推察するが、参列が困難という
声もある。令和３年度から５年の町内と町外の
葬儀件数はどうだったのか。
　町民会館の改修を行い、葬儀に利用しやすく
する必要があるのではないか。特に設備の機能
充実と駐車場の確保をどう考えるか。

町長 　

　質問のとおり、葬儀の半数以上が町外で行わ
れている状況にあります。高齢化社会の中で参
列者の利便性や、地域経済的な視点からも葬儀
のあり方の検討が必要であると考えます。

鵜野　範之　議員

伊藤　淳　議員

横山町長

横山町長

一　 般　 質　 問町長、教育長への

真布地区での実証試験の様子
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教育長
　全国学力学習状況調査の結果を受け止め、各
学校長のリーダーシップのもと、ICTを活用し
ながら一貫連携教育の特色を活かして学力向上
につなげていきます。

上野 　
　沼田町は全国学力学習状況調査の結果が空知
管内の平均には及ばなかったが、世界に羽ばた
く子どもを育てるためには学力を向上させる必
要がある。学力を高めてどのような子どもを育
てたいのかを聞きたい。

町長 　
　この自然豊かな沼田町だからこそ、様々な経
験を重ねて、社会に対応できる生きる力を持っ
た人材を育てることができると思います。
　点数も大切ですが、社会の中での協調性とた
くましい精神を兼ね備えた人材の育成が目標で
す。

教育長
　東成瀬村では、主体的、対話的で深い学びと
いうものを実践しています。沼田学園でもこれ
に準ずる取り組みを進めています。特に子ども
たちと対話をしながら、一人ひとりを大切にす
る授業を進めています。
　一貫連携教育の現状は、小中統一した授業ス
タイルによる学習・生活規律に取り組んでいま
す。
　課題としては、教員は人事異動がありますの
で沼田スタイルの共通理解を常に図っていくこ
とにあります。ICT活用についても共通認識を
図ることが重要で、研究課題として取り組んで
います。

子どもたちと対話し一人ひとりを大切にする教育を進める

長野 　
　沼田学園では学力日本一の秋田県東成瀬村か
ら元教育長を招き、研鑽に努めたと聞く。この
村は、一貫教育を含めて良い手本だと感じてい
る。
　教育長は、東成瀬村の教育から何を学び、ど
う進めようとしているのか。現状と課題は何か
聞きたい。

学力日本一の村から何を学ぶのか

三浦　剛　教育長長野　時敏　議員

社会の中で生きる力とたくましい精神を育てたい

一貫連携教育の特色を活かしながら学力向上につなげていく

学力を高めてどのような子どもを育てたいのか

横山町長

三浦　剛　教育長

上野　敏夫　議員
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町長
　指定管理者の評価は監査委員が行っており、
定期的に情報交換も行っていることから評価委
員会の設置は行っていません。
　町が縮小していく中で、町外でいろいろな経
験をしてきた人が１人でも多くいることが存続
の鍵になると考えます。
　商店が疲弊しているという状況に対しては、
新たな方策を検討中で、商業支援員という形で
協力隊を招へいして商店の稼ぐ力をサポートし
ます。

町長
　条例改正に伴い、職員に対する制度の周知は
行ってきましたが、本町は顔が見える環境であ
ることから研修などは行っていません。
　育児休業は職員の権利なので、利用しやすい
職場環境を整えていきます。

スマート行政とは地域おこし協力隊と指定管理か

男性職員の育休取得を進めるためには

新たな商業支援員を配置したい

制度を利用しやすい職場づくりを進める

久保 　
　すでに沼田町には多くの地域おこし協力隊員
と指定管理者が活動をしているが、品質管理の
手法として評価制度は活用しているのか。
　地域おこし協力隊と指定管理者は、町民にど
う溶け込んでいるのか。任せきりにするだけで
は、町民との間に距離が生じてしまうのではな
いか。
　商店の廃業が続く中、疲弊している商店に対
して地域おこし協力隊員と指定管理者は効果的
に役立っているのか。

篠原 　
　日本は依然としてジェンダー平等の達成率が
低いが、そのひとつとして男性職員の育児休業
取得率の低さがある。
　道内自治体でも徐々に増えている中で、沼田
町は依然として０％にとどまっている。町とし
てどのように取り組んできたのか。
　責任感の強い職員は、特に休みを取りにくい
状況があるのではないか。

篠原議員のその他の質問
問　�沼田弾薬支処の機能強化の内容は
　答　�計画内容は必要に応じて国に説明を

求める

久保　元宏　議員

篠原　暁　議員

横山町長

横山町長
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第7回 臨 時 会 令和5年11月30日

第8回 臨 時 会 令和6年1月16日

補正予算
○物価高騰対策事業
　商工業者　　個人事業主５万円、法人１０万円の支援� ８３０万円
　農 業 者　　経営面積に応じた生産資材の高騰対策支援� １８５９万円
　全 世 帯　　１人あたり５０００円の商品券配布� １５８８万円

○人事院勧告を受けての議会費・特別職・職員費・会計年度任用職員の増額
○高齢者世帯等福祉灯油助成事業（12月1日単価 X １００ℓ）� 　２７０万円
○公営住宅修繕� １５０万円

補正予算
○ふるさと納税関連費� ３７５０万円
　ふるさと納税額の増加にともなう返礼品経費等の増額
○ふるさとづくり基金指定寄附積立金� ７５００万円
○住民税均等割のみ課税世帯に対する臨時特別給付金事業� ８３８万円
○低所得者の子育て世帯に対する臨時特別給付金事業� １６４万円
○道路橋梁維持対策費� １０００万円
　降雪量増加に対する除排雪費用計上
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○所管事務調査報告のまとめに入りました

「地域防災と防災拠点について」
　総務民教建設常任委員会では、ここまで３つの所管事務調査項目を並行して取り組んでいます。そ
の中のひとつ「地域防災と防災拠点について」は、３月の議会での報告に向けて詰めの段階に入りま
した。

沼田町も被災地を支援
　この度の震災で被害に遭われた地域に対し
て、沼田町からも支援金を届けました。
　空知管内町村会の取り組みとして、石川県
に各町から５０万円、友好姉妹都市の小矢部市
には沼田町独自の取り組みとして町から
１００万円、議員会から１０万円を届けました。
　さらに、ふるさと納税の仕組みを利用した
寄附金の募集にあたり、被災地の事務負担を
軽減するため小矢部市に代わって沼田町が代
理で受け付ける取り組みも行っています。

常任委員会の活動状況

総務民教建設常任委員会

被災地に向けてトイレトレーラーを届ける亀谷議会事務局長
と潮屋防災専門員

寄附は「ふるさとチョイス」のサイトで
受け付けています。

　令和６年は、元日から能登半島の大地震が
起こり、防災に対する心構えがいかに大切で
あるかを改めて思い知らされることになりま
した。
　沼田町では平成３０年に起きた胆振東部地震
によるブラックアウトの教訓から、防災への
取り組みが進んでいます。災害時に衛生的な
トイレ環境を維持できるトイレトレーラーも
そのひとつです。
　今後しっかりと提言をできるよう最終的な
作業を進めています。
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○若手商工業者・商工会青年部との意見交換会
　令和５年１１月２７日に、「商業インフラで持続可
能なまちづくり」をテーマとして、若手商工業者・
商工会青年部７名との意見交換会を行いました。
　常任委員会より安平町や喜茂別町を視察した結
果について説明を行ったあと、今後の商店街や起
業について話し合いました。
　沼田町が目的地となるよう既存の商店の可能性
を考え、新商品や新メニューを開発したり町内イ
ンフラにも力を入れ、町外からの起業や移住にも
期待して関係人口を増やし、チャレンジショップ
を併設した拠点作りを考えていきたいなど、活発
に意見が出されました。

産業福祉常任委員会

視察について説明をする伊藤委員長
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　表紙の写真は沼田小学校に通う２年生の児童です。
保護者の方からは、「スキーを始めて３年目で、初心
者にも利用しやすくロッジからスキー場全体が見える
のでとても安心する」と好評でした。
　スキー場を支えるスタッフとして索道管理担当の方
からは、「ペアリフトになったことで安全性が各段に
向上したことやナイター時間は町外の方も多く、特に
大人の方の利用が増えた」との事です。
　ロッジ内の食堂で
は、「昨年からのリ
ピーターの方や新規
で多くの方に利用し
ていただいていま
す。スキーをしなく
ても食事に来ていた
だきたいです。また、
食堂で働ける方を募
集中です」とコメン
トをいただきました。
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小峯議長 畑地副議長

大沼議員 上野議員

鵜野議員 久保議員

長野議員 篠原議員

伊藤議員 三浦議員

リフト乗り場で補助をする索道
スタッフ

仕込みに大忙しの食堂運営の皆さん


